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興 セ ト ネジメ ト株式会社日興アセットマネジメント株式会社

愛 称 ： ⽉ 桂 樹
高金利先進国債券オープン（毎月分配型）

高金利の先進国通貨を厳選高金利の先進国通貨を厳選

「月桂樹」は2003年8月5日の設定以来、13年以上にわたり、多くのお客様にご愛顧いただいております。

シンプルで一貫した運用方針には、お客様に長期間お持ちいただけるよう、さまざまな工夫がなされています。

当資料では、「月桂樹」の魅力をお伝えするために、3つのポイントについてご紹介いたします。

月桂樹の３つのポイント

ポイント

1
信用力の高い先進国の債券
に投資します1 に投資します。

相対的に高い金利水準 にある国の債券に

投資

ポイント

2

長期投資に欠かせないのは、安心感。長期間、安心して持ち続けていただけるよう、

投資対象資産の信用力を最も重視します。

2ページへ

投資します。

５ヵ国(通貨)程度に分散投資し、

適宜見直し

2

ポイント

3

安定した金利収入の積み上げは、債券投資の大きな魅力です。

高金利通貨を厳選することで、パフォーマンスを下支えします。

3ページへ

適宜見直しを行ないます。3
投資環境の変化に応じ、柔軟に投資比率の調整や、投資国の入替えを行ないます。

つまり、常にベストと考えられるポートフォリオをご用意する仕組みです。

ご参考① 長期投資によって発揮される投資効果

4ページへ

5ページへ

当資料は、投資者の皆様に「高金利先進国債券オープン（毎月分配型）／愛称：月桂樹」へのご理解を高めて
いただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。掲載されている見解は、
当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 1/11

長期的な資産形成をめざす積立投資のススメご参考② 6ページへ
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ポイント 信用力の高い先進国の債券 に投資します

1
信用力の高い先進国の債券 に投資します。

当ファンドは信用力の高い先進国のソブリン債や社債を中心に投資を行ないます。

月桂樹の投資対象は、ＡＡ格以上の国の債券です。

投
資
適
格

原則として、買付時においてスタンダード・
アンド・プアーズ（S&P）社またはムーディー
ズ社からAA格またはAa格相当以上の、

①長期債務格付が付与されている国のソブ
リン債や、②社債（格付が付与されていな
い場合は、運用会社が同等の信用力を持

AAA

AA

A

BBB

Aaa

Aa

A

B

S&P社 ムーディーズ社
投
資
対
象

信
用

高

【債券の信用格付と当ファンドの投資対象】

非
投
資
適
格

い場合は、運用会社が同等の信用力を持
つと判断したものを含みます。）に投資を行
ないます。

※ 格付は買付後に変更になる場合があり
ます。

BBB

BB

B

CCC

Baa

Ba

B

Caa

用
度

低

投資対象となる国は ＯＥＣＤ加盟国の中から選定されます

国名 S&P社 ムーディーズ社 国名 S&P社 ムーディーズ社

オーストラリア AAA Aaa アメリカ AA+ Aaa

カナダ AAA Aaa フィンランド AA+ Aa1

スイス AAA Aaa オーストリア AA+ Aa1

【投資対象となる主要先進国の格付】
（2017年4月末現在）

投資対象となる国は、ＯＥＣＤ加盟国の中から選定されます。

スウェーデン AAA Aaa イギリス AA Aa1

デンマーク AAA Aaa フランス AA Aa2

ドイツ AAA Aaa 韓国 AA Aa2

ノルウェー AAA Aaa チリ AA Aa3

ルクセンブルグ AAA Aaa ベルギー AA Aa3

オランダ AAA Aaa チェコ AA A1

ニュージーランド AA+ Aaa エストニア AA- A1

（ご参考）日本 A+ A1

※OECD加盟国のうち、信用力の高い主な国の格付を記載しています。
※格付は自国通貨建長期債務に対して付与されたものです。

参考 本

【OECD（経済協力開発機構）とは】

市場経済を原則とする先進国間の自由な意見交換・情報交換を通じて、1）経済成長、2）貿易自由化、3）途上国支援
（以上「OECDの三大目的」）に貢献することを目的として、1961年に設立された機構です。

現加盟国は、オーストラリア、オーストリア、ベルギー、カナダ、チェコ、デンマーク、フィンランド、フランス、ドイツ、ギリシャ、
ハンガリー、アイスランド、アイルランド、イタリア、日本、韓国、ルクセンブルグ、メキシコ、オランダ、ニュージーランド、
ノルウ ポ ランド ポルトガル スロバキア スペイン スウ デン スイス トル イギリス アメリカ チリ スロベニア

当資料は、投資者の皆様に「高金利先進国債券オープン（毎月分配型）／愛称：月桂樹」へのご理解を高めて
いただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。掲載されている見解は、
当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 2/11

※上記は過去のものであり、将来の運用成果などを約束するものではありません。

ノルウェー、ポーランド、ポルトガル、スロバキア、スペイン、スウェーデン、スイス、トルコ、イギリス、アメリカ、チリ、スロベニア、
イスラエル、エストニア、ラトビアの35ヵ国 （2017年4月末現在）
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相対的に高い金利水準 にある国の債券に投資します
ポイント 相対的に高い金利水準 にある国の債券に投資します。

2 当ファンドは信用力が高い先進国の中から、相対的に金利水準の高い国の通貨建ての

債券に投資を行なうことで、金利収入の積み上げをめざします。

信用力の高い先進国の中から、相対的に金利水準が高い国を選定
します

ニ
オ € €2

3

4

【投資対象となる主要先進国の長期金利および先進国投資適格社債の利回り】
（2017年4月末現在）

※€ は、ユーロ参加国です。（％）
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※ 長期金利は OECD加盟国のうち 信用力の高い主な国の10年国債利回りを記載しています

7
（％）

※ 長期金利は、OECD加盟国のうち、信用力の高い主な国の10年国債利回りを記載しています。
※ 先進国投資適格社債：BofA メリルリンチ・グローバル・ブロード・マーケット・コーポレート・インデックス（AA格）
※ 信頼できると判断した情報をもとに日興アセットマネジメントが作成

【各資産の利回り推移】
（2003年8月末～2017年4月末）

高金利国（通貨）を厳選することで、相対的に高いインカム収益の獲得
が期待できます。

2 

3 

4 

5 

6 

7 

シティ世界国債インデックス

（除く日本）の最終利回り

ポートフォリオの平均最終利回り

2.38%

1 36%

-1 

0 

1 

03年8月 05年8月 07年8月 09年8月 11年8月 13年8月 15年8月

日本10年国債の利回り

※ ポートフォリオの平均最終利回りは、2016年11月末までは「高金利先進国債券マザーファンド」の平均最終利回りです。2016年12月
末以降2017年3月末までは「高利回り先進国債券ファンド クラスA」と「高金利先進国債券マザーファンド」の合算データです。2017年4
月末は「高利回り先進国債券ファンドクラスA」の平均最終利回りです。

※ 上記は個別債券について加重平均したものです。最終利回りは、各時点で組み入れている債券を満期まで保有した場合の利回りで

1.36%

0.01%

当資料は、投資者の皆様に「高金利先進国債券オープン（毎月分配型）／愛称：月桂樹」へのご理解を高めて
いただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。掲載されている見解は、
当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 3/11

※上記は過去のものであり、将来の運用成果などを約束するものではありません。

※ 記は個別債券 て加重平均したものです。最終利回りは、各時点で組み入れて る債券を満期まで保有した場合の利回りで
す。各利回りは、将来得られる期待利回りを示すものではありません。利回りは切り捨てにて端数処理しています。

※ 信頼できると判断した情報をもとに日興アセットマネジメントが作成
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５ヵ国(通貨)程度に分散投資し 適宜見直しを行ないます
ポイント ５ヵ国(通貨)程度に分散投資し、適宜見直しを行ないます。

3 投資国（通貨）については、流動性、信用力、金利や為替の方向性などをふまえた上で

適宜見直しを行ない、安定した収益の確保をめざします。

5ヵ国程度を厳選し、綿密な分析によって最適な投資比率を決定します。

【2017年4月末現在の投資通貨】

オーストラリアドルニュージーランドドル カナダドルノルウェークローネ アメリカドル

※ 投資国（通貨）は、将来変更となる場合があります。
※ 債券の発行体の属する国と発行通貨が異なる場合があるため、投資国と投資通貨が一致しない場合があります。

各国（通貨）への投資比率は、①流動性、②信用力、③金利や為替の方向性の分析などをもとにした相対的魅力を
ふまえ、利回りと安定した分配原資の確保を重視して決定します。

投資通貨や投資比率は 市場環境に応じて機動的な見直しを行ない

80%

90%

100%

【通貨別投資比率の変遷（各月末比率）】

（2003年8月末～2017年4月末）

オーストラリアドル

その他

投資通貨や投資比率は、市場環境に応じて機動的な見直しを行ない
ます。

20%

30%

40%

50%

60%

70% ニュージーランドドル

デンマーク
クローネ

スウェーデン

アメリカドルカナダドル

スウェーデン
クローナ

カナダ
ドル

アメリカドルノルウェークローネ

カナダドル

0%

10%

03/8 04/8 05/8 06/8 07/8 08/8 09/8 10/8 11/8 12/8 13/8 14/8 15/8 16/8

リーマン・
ショック

欧州債務問題

（年/月）

※通貨別投資比率は、2016年11月末までは月桂樹における実質投資比率であり、純資産総額比です。2016年12月末以降2017年3月末までは「高利回り
先進国債券ファンドクラスA」と「高金利先進国債券マザーファンド」の合算データであり 当該2ファンドそれぞれの純資産総額に対する比率を基に計算

イギリスの
EU離脱選択

カナダドルユーロ
スウェ デン
クローナ

イギリスポンド イギリスポンド

当資料は、投資者の皆様に「高金利先進国債券オープン（毎月分配型）／愛称：月桂樹」へのご理解を高めて
いただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。掲載されている見解は、
当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 4/11

※上記は過去のものであり、将来の運用成果などを約束するものではありません。

先進国債券ファンドクラスA」と「高金利先進国債券マザーファンド」の合算データであり、当該2ファンドそれぞれの純資産総額に対する比率を基に計算
したものです。2017年4月末は「高利回り先進国債券ファンドクラスA」の純資産総額比です。その他には現金などが含まれます。
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投資効果

【投資開始時点別の投資成果】
（2017年4月末現在）

一般に、長期投資を行なうことで、収益のブレが小さくなり、パフォーマンスが安定する傾向があります。

ご参考① 長期投資によって発揮される投資効果

設定日

分配金を含めた
投資成果基準価額

79%

77%

65%

46%

33%

29%

2006年初

2007年初

2008年初

10,956円

11,427円

11,075円

2004年初

2005年初

9,987円

10,156円

設定日
（2003/8/5） 9,960円

基準価額

66%

42%

44%

39%

13%

3%

11%

※ 基準価額は、各年初時点における税引前分配金
控除後の基準価額です。

※ 投資成果は、基準価額（税引前分配金再投資ベース）を
もとに、2017年4月末現在の騰落率で算出したものです。

※ 基準価額（税引前分配金再投資ベース）は 税引前分配

2009年初

2010年初

2011年初

2012年初

2013年初

2014年初

2015年初

8,025円

8,611円

7,662円

7,128円

7,817円

7,699円

7 991円 -11%

-6%

-4%

運用期間が長いほど、「金利の力」がパフォーマンスに大きく貢献します。

【基準価額と収益の内訳の推移】

※ 基準価額（税引前分配金再投資ベース）は、税引前分配

金を再投資したものとして計算した理論上のものである
点にご留意ください。

※ 上記の投資成果の数値には、手数料や税金などの費用
は考慮しておりません。

2015年初 7,991円

2016年初

6,069円2017年初

6,893円

14,000 

16,000 

18,000 

20,000 

22,000 
（円）

基準価額
（税引前分配金再投資ベース）

インカム収入

円

（2017年4月28日現在）

値上がり益など

1,482円

【基準価額と収益の内訳の推移】
（2003年8月5日（設定日）～2017年4月28日）（月次ベース）

インカム収入

6,000 

8,000 

10,000 

12,000 

03年8月 05年8月 07年8月 09年8月 11年8月 13年8月 15年8月

6,367円

※基準価額は、信託報酬（後述の「手数料等の概要」参照）控除後の、1万口当たりの値です。
※収益の内訳は、基準価額騰落をもとに、簡便法により試算した概算値です。傾向を知るための目安としてご覧ください。

設定来
累計収益

7,849円

インカム収入を除く
基準価額

値上がり益など

当資料は、投資者の皆様に「高金利先進国債券オープン（毎月分配型）／愛称：月桂樹」へのご理解を高めて
いただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。掲載されている見解は、
当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 5/11

※上記は過去のものであり、将来の運用成果などを約束するものではありません。

※値上がり益などは、インカム収入以外の投資成果を指し、信託報酬および売買手数料などの支払いを考慮しています。
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積立投資

短期的な変動に一喜一憂することなく、長期間コツコツと投資し続けることができる積立投資は、長期的な

資産形成を考える方への有効な選択肢になると考えられます。

ご参考② 長期的な資産形成をめざす積立投資のススメ

①少額から投資を始めることができる
積立投資の

1,000 

1,200 

②基準価額の変動による投資成果への影響をある程度抑えられる
③投資開始のタイミングによって投資成果が左右されにくくなる

（万円）

【当ファンドに毎月末5万円の積立投資を行なった場合のシミュレーション】
（2003年8月末～2017年4月末）

魅力① 魅力②

積立投資の
魅力

積立評価額

1,086万円

825万円

0

200 

400 

600 

800 一括で大きなお金を用意
しなくても、長期間積み立て
を行なうことで、充分な投資
効果が期待される

基準価額の変動が大きい局面でも、
投資成果のブレが相対的に小さく
なる傾向に

積立投資元本（累積）

万円

7 500

10,000 

12,500 

15,000 

17,500 

20,000 

22,500 
0 

基準価額
（税引前分配金再投資ベース）

（円）

60%

80%

100%

60%

80%

100%

7,500 
03年8月 06年8月 09年8月 12年8月 15年8月

【投資開始時点別の収益率】
（投資開始月の月末から2017年4月末までの収益率）

投資開始時に一括投資した場合 毎月末に一定額、積立投資した場合

投資期間 短長

+87.3%
（最大）

+31 7%

投資期間 短長

魅力③

-20%

0%

20%

40%

60%

03年8月 06年8月 09年8月 12年8月 15年8月
-20%

0%

20%

40%

60%

03年8月 06年8月 09年8月 12年8月 15年8月

び

投資開始月 投資開始月

+31.7%
（最大）

-4.6%（最小）-11.7%（最小）

収益率が投資開始のタイミング
に左右されにくい傾向に

当資料は、投資者の皆様に「高金利先進国債券オープン（毎月分配型）／愛称：月桂樹」へのご理解を高めて
いただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。掲載されている見解は、
当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 6/11

※上記は過去のものおよびシミュレーションの結果であり、将来の運用成果などを約束するものではありません。

※ 積立評価額および収益率は、基準価額（税引前分配金再投資ベース）をもとに算出したものです。また、手数料や税金などの費用は考慮しておりま
せんので、あくまで参考情報としてご覧ください。

※ 基準価額（税引前分配金再投資ベース）は、税引前分配金を再投資したものとして計算した理論上のものである点にご留意ください。
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設定来の運用実績

16 000

18,000

20,000

22,000
（円）

基準価額（税引前分配金再投資ベース）

設定来の運用実績

【設定来の基準価額の推移】

（2003年8月5日（設定日）～2017年4月28日）

（2017年4月28日現在）

純資産総額

2,524.30 億円

17,849円

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

基準価額（税引前分配金控除後）

, 億円

2017年4月の分配金額
（1万口当たり、税引前）

設定来合計

9,410 円

40円

5,688円

4,000
03年8月 05年8月 07年8月 09年8月 11年8月 13年8月 15年8月

基準価額（税引前分配金控除後）

※ 基準価額は信託報酬（後述の「手数料等の概要」参照）控除後の1万口当たりの値です。
※ 税引前分配金再投資ベースとは、税引前分配金を再投資したものとして計算した理論上のものであることにご留意ください。
※ 分配金額は収益分配方針に基づいて委託会社が決定しますが、委託会社の判断により分配金額を変更する場合や分配を行なわない場合も

あります。

ポ ト リオ 概要ポートフォリオの概要（2017年4月28日現在）

※ 比率は「高利回り先進国債券ファンド クラスA」の純資産総額比です。

※ 各比率はその他および四捨五入の関係で合計が100％とならないことがあります。

【通貨別投資比率】

平均クーポン 3.21%

【利回りなど】

カナダ

ド

国債
23.6%

社債
9.7%

【債券セクター別構成比率】

※ 上記は個別債券について加重平均
したものです。

※ 直接利回りは、債券の時価価格に

平均ク ポン

平均直接利回り 3.04%
平均最終利回り 2.38%
平均デュレーション 6.3年
平均残存期間 7.6年

アメリカドル

39.2%

オーストラリア

ドル

ニュージーランド

ドル
21.2%

ノルウェー

クローネ
9.9%

ドル
7.6%

地方債

21.7%

政府保証債等

44.9%

【債券格付別構成比率】
直接利回り 、債券 時価価格
対する1年間に受け取る利息の割
合を表したものです。

※ 最終利回りは、債券を満期まで保有
した場合の利回りです。

※ 各利回りは、将来得られる期待利回
りを示すものではありません。

※ 為替ヘッジは原則として行なっておりません。

※ 政府保証債等は、政府保証債、政府機関債、国際機関債などです。

※ 格付は ムーディーズ社によるものを原則としています。

ドル
21.9%

Aaa
83 5

Aa
16.3
%

当資料は、投資者の皆様に「高金利先進国債券オープン（毎月分配型）／愛称：月桂樹」へのご理解を高めて
いただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。掲載されている見解は、
当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 7/11

※ 格付は、ム ディ ズ社によるものを原則としています。

※上記は過去のものであり、将来の運用成果などを約束するものではありません。

83.5
%
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収益分配金に関する留意事項
 分配金は、預貯金の利息とは異なり、投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、

金 基 が

投資信託の純資産

分配金

その金額相当分、基準価額は下がります。

投資信託で分配金が支払われるイメージ

 分配金は 計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて 分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて
支払われる場合があります。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することにな
ります。また、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。

前期決算から基準価額が上昇した場合 前期決算から基準価額が下落した場合

計算期間中に発生した収益を超えて支払われる場合

10,550円

10 500円
分配金期中収益

（①+②）50円 10 500円

10,450円

10,500円
100円

＊500円
（③+④）

＊50円

（①+②）50円

＊450円
（③+④）

10,400円

10,300円

10,500円

分配金
100円

＊500円
（③+④）

＊80円

＊420円
（③+④）

配当等収益
①20円

(注)分配対象額は ①経費控除後の配当等収益および②経費控除後の評価益を含む売買益ならびに③分配準備積立金および

＊分配対象額
500円

＊50円を取崩し ＊分配対象額
450円

前期決算日 当期決算日
分配前

当期決算日
分配後

＊分配対象額
500円

＊80円を取崩し ＊分配対象額
420円

前期決算日 当期決算日
分配前

当期決算日
分配後

 投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、 実質的には元本の一部払戻しに
相当する場合があります。ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さ
かった場合も同様です。

(注)分配対象額は、①経費控除後の配当等収益および②経費控除後の評価益を含む売買益ならびに③分配準備積立金および
④収益調整金です。分配金は、分配方針に基づき、分配対象額から支払われます。

※上記はイメージであり、将来の分配金の支払いおよび金額ならびに基準価額について示唆、保証するものではありません。

分配金の一部が元本の一部払戻しに相当する場合 分配金の全部が元本の一部払戻しに相当する場合

普通分配金

※元本払戻金（特別分配金）は実質的に元本の一部払戻しとみなされ、その金額だけ個別元本が減少します。
また 元本払戻金（特別分配金）部分は非課税扱いとなります

投資者の
購入価額

（当初個別元本）

分配金
支払後

基準価額
個別元本

元本払戻金
（特別分配金）

分配金
支払後

基準価額
個別元本

普通分配金

投資者の
購入価額

（当初個別元本）

元本払戻金
（特別分配金）

当資料は、投資者の皆様に「高金利先進国債券オープン（毎月分配型）／愛称：月桂樹」へのご理解を高めて
いただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。掲載されている見解は、
当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 8/11

また、元本払戻金（特別分配金）部分は非課税扱いとなります。

普通分配金 ： 個別元本（投資者のファンドの購入価額）を上回る部分からの分配金です。
元本払戻金 ： 個別元本を下回る部分からの分配金です。分配後の投資者の個別元本は、

（特別分配金） 元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。
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【お申込メモ】

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券

ご 購 入 単 位 購入単位につきましては、販売会社または委託会社の照会先にお問い合わせください。

ご 購 入 価 額 購入申込受付日の翌営業日の基準価額

購入申込日が下記のいずれかに当たる場合は、購入のお申込みの受付は行ないません。

詳 くは 販売会社 お問 合わ くださ

【お申込メモ】

ご購入不可日
詳しくは、販売会社にお問い合わせください。

英国証券取引所の休業日 ロンドンの銀行休業日
ニューヨーク証券取引所の休業日 ニューヨークの銀行休業日 シドニー先物取引所の休業日

信 託 期 間 無期限（2003年8月5日設定）

決 算 日 毎月10日（休業日の場合は翌営業日）

換金請求日が下記のいずれかに当たる場合は、換金請求の受付は行ないません。

ご換金不可日

換 請求 記 ず 場合 、換 請求 受 行 。

詳しくは、販売会社にお問い合わせください。

英国証券取引所の休業日 ロンドンの銀行休業日
ニューヨーク証券取引所の休業日 ニューヨークの銀行休業日 シドニー先物取引所の休業日

ご換金代金の
お 支 払 い

原則として、換金請求受付日から起算して5営業日目からお支払いします。

【手数料等 概要】【手数料等の概要】

購 入 時 手 数 料
購入時手数料率は、2.16％（税抜2％）を上限として販売会社が定める率とします。
※ 収益分配金の再投資により取得する口数については、購入時手数料はかかりません。

換 金 手 数 料 ありません。

お客様には、以下の費用をご負担いただきます。

＜お申込時、ご換金時にご負担いただく費用＞

換 金 手 数 料 ありません。

信託財産留保額 ありません。

信 託 報 酬

純資産総額に対して年率1.32944％（税抜1.268%）程度を乗じて得た額が実質的な信託報酬となり
ます。
信託報酬率の内訳は、当ファンドの信託報酬率が年率0.82944％（税抜0.768％）、投資対象とする
投資信託証券の組入れに係る信託報酬率が年率0 5％程度となります。

＜信託財産で間接的にご負担いただく（ファンドから支払われる）費用＞

信 託 報 酬 投資信託証券の組入れに係る信託報酬率が年率0.5％程度となります。

受益者が実質的に負担する信託報酬率（年率）は、投資対象とする投資信託証券の組入比率や当
該投資信託証券の変更などにより変動します。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧く
ださい。

そ の 他 費 用
組入有価証券の売買委託手数料、監査費用、借入金の利息、立替金の利息など
※ その他費用については、運用状況により変動するものであり、事前に料率、上限額等を示すこと

ができません。

当資料は、投資者の皆様に「高金利先進国債券オープン（毎月分配型）／愛称：月桂樹」へのご理解を高めて
いただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。掲載されている見解は、
当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 9/11

※ 当ファンドの手数料などの合計額については、投資者の皆様がファンドを保有される期間などに応じて異なりますので、
表示することができません。

※ 詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。
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投資者の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、

投資元金を割り込むことがあります。

【お申込みに際しての留意事項】

リスク情報

ファンドの運用による損益はすべて投資者（受益者）の皆様に帰属します。なお、当ファンドは預貯金とは
異なります。

当ファンドは、主に債券を実質的な投資対象としますので、債券の価格の下落や、債券の発行体の財務
状況や業績の悪化などの影響により、基準価額が下落し、損失を被ることがあります。また、外貨建資産
に投資する場合には、為替の変動により損失を被ることがあります。

投資対象とする投資信託証券の主なリスクは以下の通りです。

【価格変動リスク】【流動性リスク】【信用リスク】【為替変動リスク】【価格変動リスク】【流動性リスク】【信用リスク】【為替変動リスク】

※ 詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

※ ファンドが投資対象とする投資信託証券は、これらの影響を受けて価格が変動しますので、ファンド自身にも
これらのリスクがあります。

※ 基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。

他 留意事その他の留意事項

 当資料は、投資者の皆様に「高金利先進国債券オープン（毎月分配型）／愛称：月桂樹」へのご理解を高めて

いただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。

 当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありま

せん。

 投資信託は 預金や保険契約とは異なり 預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありま 投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありま

せん。また、銀行など登録金融機関で購入された場合、投資者保護基金の支払いの対象とはなりません。

 投資信託の運用による損益は、すべて受益者の皆様に帰属します。当ファンドをお申込みの際には、投資信託

説明書（交付目論見書）などを販売会社よりお渡ししますので、内容を必ずご確認の上、お客様ご自身でご判断

ください。

【委託会社 その他関係法人】【委託会社、その他関係法人】

委託会社 日興アセットマネジメント株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第368号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、日本証券業協会

受託会社 野村信託銀行株式会社

販売会社 販売会社については下記にお問い合わせください。
日興 セ ト ネジメ ト株式会社

当資料は、投資者の皆様に「高金利先進国債券オープン（毎月分配型）／愛称：月桂樹」へのご理解を高めて
いただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。掲載されている見解は、
当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 10/11

日興アセットマネジメント株式会社
〔ホームページ〕 http://www.nikkoam.com/
〔コールセンター〕 0120-25-1404（午前9時～午後5時。土、日、祝・休日は除く。）
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日本証券業
協会

一般社団法人
日本

投資顧問業
協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
第二種

金融商品
取引業協会

あかつき証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第67号 ○ ○

株式会社秋田銀行 登録金融機関 東北財務局長（登金）第2号 ○

株式会社イオン銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第633号 ○

エース証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第6号 ○

金融商品取引業者等の名称 登録番号

加入協会

投資信託説明書（交付目論見書）のご請求・お申込みは

エ ス証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第6号 ○

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2251号 ○ ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

株式会社愛媛銀行 登録金融機関 四国財務局長（登金）第6号 ○

株式会社大分銀行 登録金融機関 九州財務局長（登金）第1号 ○

カブドットコム証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○

株式会社関西アーバン銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第16号 ○ ○

株式会社北日本銀行 登録金融機関 東北財務局長（登金）第14号 ○

岐阜信用金庫 登録金融機関 東海財務局長（登金）第35号 ○

株式会社紀陽銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第8号 ○

ぐんぎん証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2938号 ○

株式会社京葉銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第56号 ○

株式会社西京銀行 登録金融機関 中国財務局長（登金）第7号 ○株式会社西京銀行 登録金融機関 中国財務局長（登金）第7号 ○

株式会社佐賀共栄銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第10号 ○

株式会社滋賀銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第11号 ○ ○

静銀ティーエム証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第10号 ○

株式会社ジャパンネット銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第624号 ○ ○

湘南信用金庫 登録金融機関 関東財務局長（登金）第192号 ○

ソニー銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長（登金）第578号 ○ ○

株式会社第四銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第47号 ○ ○

髙木証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第20号 ○

株式会社但馬銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第14号 ○

株式会社千葉銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第39号 ○ ○

株式会社千葉興業銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第40号 ○ ○

株式会社中国銀行 登録金融機関 中国財務局長（登金）第2号 ○ ○株式会社中国銀行 登録金融機関 中国財務局長（登金）第2号 ○ ○

株式会社筑波銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第44号 ○

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第140号 ○ ○ ○

株式会社東和銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第60号 ○

株式会社栃木銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第57号 ○

株式会社富山銀行 登録金融機関 北陸財務局長（登金）第1号 ○

内藤証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第24号 ○

株式会社長野銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第63号 ○

株式会社南都銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第15号 ○

日産証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第131号 ○ ○

野村證券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第142号 ○ ○ ○ ○

株式会社百五銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第10号 ○ ○

百五証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第 号 ○百五証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第134号 ○

株式会社百十四銀行 登録金融機関 四国財務局長（登金）第5号 ○ ○

広島信用金庫 登録金融機関 中国財務局長（登金）第44号 ○

フィデリティ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第152号 ○

株式会社福井銀行 登録金融機関 北陸財務局長（登金）第2号 ○ ○

ほくほくＴＴ証券株式会社 金融商品取引業者 北陸財務局長（金商）第24号 ○

株式会社北洋銀行 登録金融機関 北海道財務局長（登金）第3号 ○ ○

株式会社北陸銀行 登録金融機関 北陸財務局長（登金）第3号 ○ ○

株式会社北海道銀行 登録金融機関 北海道財務局長（登金）第1号 ○ ○

株式会社北國銀行 登録金融機関 北陸財務局長（登金）第5号 ○ ○

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○

みずほ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第94号 ○ ○ ○ ○

株式会社みちのく銀行 登録金融機関 東北財務局長（登金）第11号 ○

水戸証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第181号 ○ ○

株式会社山梨中央銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第41号 ○

株式会社ゆうちょ銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第611号 ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

（50音順、当資料作成日現在）

当資料は、投資者の皆様に「高金利先進国債券オープン（毎月分配型）／愛称：月桂樹」へのご理解を高めて
いただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。掲載されている見解は、
当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 11/11


